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表 1. 接着層組成物を用いた高周波接合試験 

および引張せん断試験 

誘電セラミックス複合材を接着層とする  

ポリプロピレンの高周波溶融接合  
 

 ○佐野 勝 *1)、小 熊  広 之 *1)、 関 根  正 裕 *1)  
１．はじめに  
 近 年 、構造部材の軽量化による燃費向上が求められており、熱可塑性繊 維 強 化 樹 脂 の

利 用 が 期 待 さ れ て い る 。そ の マ ト リ ッ ク ス 樹 脂 と し て 多 く 使 用 さ れ て い る ポ リ プ

ロ ピ レ ン に お い て は 重 量 軽 減 や 加 工 時 間 短 縮 、接 合 強 度 の 観 点 で 優 れ る 接 合 方 法

が 望 ま れ て い る 。本 研 究 で は 、誘 電 セ ラ ミ ッ ク ス を 添 加 し 誘 電 特 性 を 改 良 し た ポ

リ プ ロ ピ レ ン を 接 着 層 組 成 物 と し て 用 い 、高 周 波 誘 電 加 熱 に よ り 接 着 層 組 成 物 を

溶 融 さ せ る こ と に よ り ポ リ プ ロ ピ レ ン を 接 合 す る 方 法 に つ い て 検 討 し た 。  

 
２．実験方法  

接 着 層 組 成 物 の 作 成 は 基 材 の ポ リ プ ロ ピ レ

ン に 対 し 、誘 電 セ ラ ミ ッ ク ス（ B a Ti O 3、ア ナ タ

ー ゼ 型 Ti O 2、 ル チ ル 型 Ti O 2、 Z r O 2、 Z n O、 S i C
の 6 種 類 ）を 2 0 お よ び 4 0 体 積 %の 割 合 で 配 合

し 、2 0 0℃ で 6 分 間 混 練 後 、2 0 0℃ で 熱 プ レ ス す

る こ と に よ り 行 っ た 。  

得 ら れ た 接 着 層 組 成 物 は 誘 電 材 料 テ ス ト フ

ィ ク ス チ ャ お よ び イ ン ピ ー ダ ン ス /マ テ リ ア ル

ア ナ ラ イ ザ ー を 用 い て 、 1 0～ 3 0 0 M H z の 範 囲 で

の 損 失 係 数（ ε ’ t a n δ）等 の 誘 電 特 性 を 測 定 し た 。  

高 周 波 誘 電 加 熱 に よ る 接 合 試 験 は 、図 1 の よ う に 接 着 層 組 成 物 を ポ リ プ ロ ピ レ

ン 板 の 間 に 挟 み 、 高 周 波 誘 電 加 熱 装 置 の 電 極 間 に 固 定 し た 状 態 で 4 0 M H z の 高 周

波 を 印 加 し て 行 っ た 。  

 
３．結果・考察  

各接着層組成物を用いた高周波接合試験および

引張せん断試験結果を表 1 に示す。 

20 体積%のアナターゼ型 TiO2、20、40 体積%の

ZnO および SiC を添加した接着層組成物を用いた

場合に 40～70 秒で高周波により接着層組成物が

溶融し、被着材のポリプロピレン板と強固に接合

し、引張せん断試験において母材破壊を起こした。 

これらの結果を種々の誘電特性と比較した結果、

接着層組成物の損失係数ではなく、 tanδ/ε’の値が

大きい場合に高周波による接着層組成物の加熱溶

融が起こり、ポリプロピレンが接合する結果とな

った。 

 

４．まとめ  
誘 電 セ ラ ミ ッ ク ス を 添 加 し て 誘 電 特 性 を

改 良 し た 接 着 層 組 成 物 を 用 い 、高 周 波 誘 電 加 熱 に よ る ポ リ プ ロ ピ レ ン の 接 合 に つ

い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 S i C、 Z n O、 ア ナ タ ー ゼ 型 Ti O 2 を 2 0 体 積 %以 上 添 加 し

た 接 着 層 組 成 物 を 用 い た 場 合 に 高 周 波 誘 電 加 熱 に よ る ポ リ プ ロ ピ レ ン の 接 合 が

可 能 と な り 、得 ら れ た 接 合 試 験 片 の 引 張 せ ん 断 試 験 で は 母 材 破 壊 が 起 こ っ た 。ま

た 、接着層組成物の高周波による加熱のされやすさは、tanδ/ε’の値と良好な相関があった。 

 
*1)埼玉県産業技術総合センター  

図 1. シングルラップ接合試験片
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